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指標 b1/(n+1)の1に対する大小関係によるき裂挙動の分岐の存在の指摘(n クリープ指数， b1 
損傷則の応力指数)など多くの新知見を得ている.ついで実際のき裂について，双曲線き裂と半無限
体中のき裂をとりあげ，力学および実用上重要な「深いき裂」および「浅いき裂」の挙動を解析して
いる.またこれらき裂挙動に対する破壊形態(粒内および粒界破壊)や履歴の影響，す法効果などを
明らかにしている.解析結果はモードIの実験結果とよく対応していることを示している.
以上の結果は，ほとんど白紙状態にあったこの分野の研究に一つの重要な手がかりと指針を与え，
得られた知見は非線形破壊力学と材料強度学の発展に寄与するところが大きい.よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める.
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